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研究成果の概要（和文）：　研究期間全体を通じて，２つの課題に取り組んだ。1つは高等学校で実施可能なコ
ミュニケーションに特化した授業の展開方法についてであり，もう1つは大学初年度の学生に対して行うコミュ
ニケーション教育についてである。
　まず，高校でのコミュニケーション教育に関しては，評価に関連した内容をパネルディスカッションという形
で学会発表をした。また，コミュニケーション力を高めるための授業を実際に高校生に対して行った。その成果
は論文の形でまとめた。
　その一方，大学生の初年次教育に関しては，京都外国語大学1年生のクラスで，コミュニケーション力を高め
るための授業を実施した。その成果を2本の論文にまとめた。

研究成果の概要（英文）：   We have treated two themes during our research project. The one is about 
the way of educational development specialized for the senior High School students and the other is 
about the communicational education for the first year student of the Kyoto University of Foreign 
Studies.In the former case, we had presented the results about evaluation in the form of panel 
discussion at the conference. And we taught lessons in order to augment communication skill actually
 and wrote one article. In the latter case, as a same way, we had lessons for communication skill 
and publish two.

 　

研究分野：日本語教育
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１．研究開始当初の背景 
 
近年，世間一般でコミュニケーション力

が問われるようになったが，本来その役割

を担うはずの国語教育は，受験に必要とさ

れる項目や文学教育に重きをおくことから，

「語学」教育としては軽視されている。他

方，日本語教育では，これまで外国語を母

語とする成人に「日本語」の「語学」教育

を主に展開してきたが，母語話者で未成年

者に対する教育にも関心を持つようになっ

てきている。 

 日本語教育では「プロフィシェンシー（熟

達度言語能力）」に着目した研究成果は数

多く，その評価法も多数の先行研究がある。

中でも，OPI（Oral Proficiency Interview 

Test）と呼ばれる評価法は，口頭能力につ

いて判断するもので，テキストの型，場面，

正確さ，などを複合的に判断し，学習者の

口頭能力を初級下から超級までの 10 段階

に位置づけて判定することができる。これ

らの研究成果から作成された，日本語母語

話者向けの教材・研究も存在する。日本語

教育分野から提示された母語話者向けの実

践的なテキストとして，書き言葉に関して

は，浜田他（1997）や大島（2005）などが

あり，話し言葉に関しては，野田・森口

（2003）などがあるが，両者とも大学生向

けに書かれ，中学・高校の国語教育現場で

は，現在はまだ使われてはいない。また，

マーケティングや行動学の視点から書かれ

た母語話者向けのテキストとして，武田・

藤木編（2006）などがあり，言語技術とい

う視点からでは，三森（2005）などがある。

両者ともに四技能を研くことだけにとどま

るのではなく，論理的思考力・問題解決力

自体を育てることを目的とするテキストで

ある。このように国語教育に応用できる評

価法や教材は既に，ある程度存在する。た

だ，カリキュラムが固定化されている学校

教育の現場の中で，それをどのように応用

し具現化していくか，また，未成年者にど

のように応用するかという点が大きな課題

であり，教育現場に携わっている教員とと

もに考えていくことでその解決を図ってい

きたいと考えた。 
 
２．研究の目的 
 
本研究は，中学校，高等学校の国語教育

での，コミュニケーションの基礎をなす言

語能力（特に「話す」「聞く」）に関して，

評価法並びに教材コンテンツの開発，指導

法の開発を目的とするものである。 

本研究では，日本語教育学において培われ

てきた成果に基づくスキルやメソッド等を

応用し，また，他分野からの知見も生かし

つつ，反転授業のスキルなど，最新の機材

を使う e-learningの方法を開発し，より実

効性の高い，生徒一人一人の状況にあった

プログラムを構築することを目的とする。 

 またそれと同時に，大学に入学してきた

ばかりの大学初年度の学生に対しても，同

様にコミュニケーションの基礎をなす言語

能力を育成するための教材開発を目的とす

る。 

 
３．研究の方法 
 
 実際に高等学校で研究授業を行いつつ，

そのフィードバックを繰り返して，現場を

知る教員と大学の研究者，また，授業に参

加する生徒たちの反応から教材を作り上げ

ていく。 

まず，国語教育と日本語教育分野の認識

の共有をはかりつつ、高校国語の教科書か

ら、口頭表現教材に使えそうなものをピッ

クアップし、試案教材を開発する。 

 次に高校での研究授業を実施し，その結

果を反映させたコミュニケーション用教材

を提案する。 

 国語教員として，日々高等学校の教育現

場で授業をされている高校教諭を研究協力



者とし，教科書の内容をどのようにコミュ

ニケーション教材に生かしているかについ

て情報共有をした。 

 次いで，日本語教育関係の教員が日本語

教育のピアラーニングなどのスキルを使っ

て高等学校の国語の教科書教材をコミュニ

ケーション用に作りなおし提案した。 

 これらの知見を活かし，2017 年 7 月に

高校生約 30 人に対して，コミュニケーシ

ョンのための国語教育に関する研究授業を

実施した。 

 グループ活動中の談話や，事後アンケー

トなどを通して分析したところである。 

 また，高校生に対するコミュニケーショ

ン教育とは別に，大学初年度の学生に対し

ても同様のコミュニケーション教育を行い，

その授業成果についても報告した。 

 
４．研究成果 

 研究期間全体を通じて，２つの課題に取

り組んだ。1 つは高等学校で実施可能なコ

ミュニケーションに特化した授業の展開方

法についてであり，もう 1つは大学初年度

の学生に対して行うコミュニケーション教

育についてである。 まず，高校でのコミュ

ニケーション教育に関しては，年に 2，3

回の研究会を行い，高等学校と大学の教員

がそれぞれの立場で教育成果や研究成果を

持ち寄って 話し合った。主な内容としては，

高等学校の国語教育の現状や，実施可能な

コミュニケーション教育の方法についてで

あった。 最終年度には，「言語教育とアセ

スメント」というタイトルで，評価に関連

した内容をパネルディスカッションという

形で代表者と分担者 1 名が学会発表をし 

た。コミュニケーション教育を授業に取り

入れた場合，その評価をどうしていくのか

という話題にも触れられた。 また，代表者

と分担者 1名が「やさしい日本語」の概念

を使い，身近な日本文化を外国人日本語学

習者に伝えるタスクを課したコミュニケー

ション力を高めるための授業を高校生に対

して行った。その成果は論文の形でまとめ

られた。 その一方，大学生の初年次教育に

関しては，京都外国語大学 1年生のクラス

で，コミュニケーション力を高めるための

授業を実施した。その成果を代表者が 2本 

の論文にまとめ，発表した。さらに，スカ

イプを使ったコミュニケーション教育の成

果を，研究分担者と海外の研究者が一緒に

なって発表している。 
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